
２０２１年　通常総会　議案資料
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4. 閉会

17:00～17:20 フェロー贈呈式/学術奨励賞授与式

特定非営利活動法人
日本バーチャルリアリティ学会
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第１号議案 議事録署名人の選出

理事から2名を議事録署名人に選任します．

第２号議案 ２０２０年度　事業報告

2020年度は，例年の主要行事である第25回目となる大会を立命館大学で開催を予定していましたが，新型コロナ感
染症対策のため，オンラインで開催いたしました．

1. 会員に関する事項

2020年度は，1996年に学会が発足して以来25年目に入り，引き続き，各種行事，学会ホームページなどにおいて，
入会者の勧誘を行いました．賛助会員の新規加入は4社を得ました．また，2020年通常総会議決により，正会員57
名・賛助会員1名を会員資格喪失（定款第9条 会費未納）とさせて頂きました．

正会員 学生会員 賛助会員

1996年度末数 381 100 31

1997年度末数 497 149 38

1998年度末数 578 172 38

1999年度末数 628 205 38

2000年度末数 692 228 37

2001年度末数 686 230 34

2002年度末数 761 257 33

2003年度末数 788 265 30

2004年度末数 844 273 26

2005年度末数 828 269 21

2006年度末数 869 191 23

2007年度末数 835 268 23

2008年度末数 832 281 23

2009年度末数 842 263 22

2010年度末数 855 307 18

2011年度末数 848 361 20

2012年度末数 853 341 20

2013年度末数 857 312 20

2014年度末数 867 307 18

2015年度末数 900 303 19

2016年度末数 960 335 34

2017年度末数 1033 383 40

2018年度末数 1078 379 40

2019年度末数 1047 453 41

2020年度末数 1113 378 37

2020年度目標 1060 460 42

2020年度目標との差 53 ▲82 ▲5
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2. 広報・出版に関する事項

（1） 学会誌

2020年度は，第24巻として，3月，6月，9月，12月と年間4回の発行を行いました．

3分野の特集を企画し，No.4では，オンラインで行われた第25回大会報告を特集致しました．また，Vol.25-3より発刊
と同時にJ-STAGEに記事（理事会だより等の学会記録部分を除く）を公開することになりました．過去記事について
は，承認がとれた記事からJ-STAGE公開予定です．

特集内容

Vol.25， No.1 自動走行とVR

Vol.25， No.2 VRと立体音響

Vol.25， No.3 さきがけ 研究予算獲得の物語

Vol.25， No.4 第25回大会報告

（2） 論文誌

2020年度は，論文誌を3月，6月，9月，12月と年間4回発行しました．4分野の特集を企画し，特定域の成果を一覧
できるように致しました．本年度の特集内容と掲載された論文数は以下の通りです．

特集内容
特集

投稿(採録数)
一般
採録数

Vol.25， No.1 つなぐ技術（人・モノ・社会）2 12（9） 2

Vol.25， No.2 複合現実感8 9（5） 2

Vol.25， No.3 障害者・高齢者・マイノリティ支援と人間拡張 16（10） 4

Vol.25， No.4 力触覚デザイン 20（15） 4

種類 基礎論文 応用論文
コンテンツ
論文

総説論文
ショート
ペーパー

計

論文数 29 11 6 3 2 51

（3） 文化・芸術

幾つかVR文化フォーラムを企画していたのですが，コロナ禍の昨今，開催ができませんでした．状況改善され次第，
企画いたしますのでご参加よろしくお願いいたします．

（4） ニューズレター

会員宛てに月１回（年12回），電子メールによるニューズレターの送付を行いました．同様に，学会WEBサイトへの投
稿，そしてtwitterへの投稿を行ないました．内容は，1．報告集　2．学会からのお知らせ主催・共催行事のご案内／
協賛行事のご案内／論文誌に関するご案内／ニューズレター編集委員会からのお知らせ　3．関連情報CALL FOR
PAPER／CALL FOR PARTICIPATIONなどで構成され，バーチャルリアリティに関する国内外の情報を中心に情
報提供を行いました．

（5） 電子広報

学会ホームページにて，年次大会，VR技術者認定制度，各種会議，論文誌特集等の情報を随時更新，また学会誌
のバックナンバーを公開しております．（https://vrsj.org/）

3. 主催・共催事業に関する事項

2020年度に主催・共催した事業は以下となります．（■主催事業・□共催事業）

■ 第25日本バーチャルリアリティ学会大会

日時：2020年9月16日～18日

· オーラル・プレゼンテーション：150件
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· オープン・バーチャル・エキシビション：71件

· 大会参加者数：510名

· オープン・バーチャル・エキシビション参加者数：309名

■ 「第28回 IVRC (Interverse Virtual Reality Challenge)」

従来のコンテストから，各チームのチャレンジをさまざまな観点で評価し顕彰する「VRチャレンジ」とすべく
Interverse Virtual Reality Challengeに名称を変更し，オンラインで開催しました．

SEED Stage（昨年までの予選に対応）が9月12日に開催され，参加26チームから10チームが通過しました．
SEED Stageを通過した各作品を国内の3箇所で審査員が体験し，その様子をビデオ撮影．11月14日にサイエン
スアゴラのイベントとしてLEAP Stage（昨年までの決勝に対応）を開催し，この体験の様子をオンライン配信でお
伝えするとともに，各チームがプレゼンテーションを行い，審査結果を発表しました．

■ VR文化フォーラム

新型コロナウィルス感染症の状況により，今年度は開催できませんでした．

■ ICAT-EGVE 2020　

2020年12月2日～4日の日程でオンライン開催となりました．参加者等の概要は以下の通りです．

· 参加者数 186名

· Full/Short Paper 16件(投稿数：26件)

· Demo/Poster 16件(投稿数：21件)

□ AsiaHaptics2020

開催は見送られ，2022年に延期となりました．

□ 第29回「人工現実感研究会」

2020年6月1日～2日

オンライン開催となりました．

□ 高臨場感ディスプレイフォーラム2020

開催は見送となりました．

4. 企画事業に関する事項

2020年度に企画した事業は以下となります．

（1） 研究委員会

新規研究委員会1件が加わり，計17の研究委員会が下表のように会員に公開する研究会（含，他学会との共催），
OS，講演会，シンポジウムをオンライン中心に開催しました．研究委員会助成金には6つの研究委員会より申請があ
り，各企画が実施されました．この助成金は研究委員会が本学会員に有意義な活動を特別に企画する場合におい
て，その企画を助成することによりVRに関する研究の発展に寄与することを目的としています．

研究委員会名 研究会開催回数 備考

サイバースペースと仮想都市研究委員会 4 継続

複合現実感研究委員会 5 継続

アート＆エンタテインメント研究委員会 0 継続

VR心理学研究委員会 2 継続

テレイマージョン技術研究委員会 5 継続

香り・味と生体情報研究委員会 1 継続
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拡張認知インタフェース調査研究委員会 2 継続

ハプティクス研究委員会 5 継続

情報技術と文化の融合調査研究委員会 2 継続

3次元ユーザインタフェース研究委員会 1 継続

デジタルミュージアム研究委員会 1 継続

VRと超臨場感研究委員会 1 継続

テレイグジスタンス研究委員会 2 継続

超高齢社会のVR活用研究委員会 1 継続

超人スポーツ研究委員会 1 継続

神経刺激インターフェース研究委員会 2 継続

サービスVR研究委員会 1 継続

（2） VR技術者認定講習会・認定試験

コロナ禍のため，講習会／認定試験を中止としました．

5. 会議に関する事項

（1） 総会

2020年通常総会を3月19日に東京大学本郷キャンパス工学部2号館とオンラインのハイブリッドで行いました．

（2） 理事会

合計6回の理事会を開催いたしました．開催日程は次の通りです．

尚，理事会のない月に会長・副会長及び総務・経理担当者による総務会議を開催致しました．

回 開催日 会場 主な議事

171 1月20日 国際文献社パブリッシングセ
ンター8階会議室

通常総会準備，フェロー選考報告，各担当理事報告

172 3月 5日 オンライン 通常総会資料確認，開催方法確認，2019決算・2020予算
の提出，各担当理事報告

173 5月25日 オンライン 第25回大会開催について，論文賞選考，各担当理事報告

174 7月28日 オンライン 論文賞選考，各担当理事報告

175 9月16日 オンライン 第25回大会報告，各担当理事報告

176 11月9日 オンライン 通常総会・役員選挙スケジュール確認，第25回大会結果
報告，学術奨励賞結果報告，各担当理事報告

（3） 評議員会

回 開催日 会場 主な議事

1 3月19日 東京大学 本郷キャンパス 工学部2号館1階212講
義室・ハイブリッド

年間報告・計画について

2 9月17日 オンライン 年間報告・計画について

6. 表彰に関する事項

（1） フェロー

日本バーチャルリアリティ学会フェローは，バーチャルリアリティの学術文化および本会の発展に顕著な貢献を成し，
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将来にわたって本会の活動を積極的に推進しうる者を顕彰するために，2010年度から称号授与が始まりました．本
制度は，会員による推薦に基づいており，2020年度の推薦書より，日本バーチャルリアリティ学会の活動に多大な貢
献をなした以下の3名に贈呈することを決定致しました．

稲⾒ 昌彦 （東京大学）， 苗村 健 （東京大学），吉澤 誠（東北大学）

（2） 論文賞

論文誌Vol.24No.1 からVol.24No.4に掲載された論文の中から優秀な論文を選考し，5件の論文に論文賞を贈呈致
しました．

● 直線運動と回転運動が共存する場合のベクション効果（Vol.24, No1　pp.31-41，2019）

古賀 宥摩, 石津 航大, 松室 美紀, 橋口 哲志, 柴田 史久, 田村 秀行, 木村 朝子

● Redirected Jumping：VRにおける跳躍動作時の移動量操作手法（Vol.24, No.4　pp.341-350，2019）

藤田 和之, 高嶋 和毅, Robert W. Lindeman, 北村 喜文

● HMD提示によるベクション刺激と嗅覚刺激の知覚的相互作用に関する検討
（Vol.24, No.4　pp.361-370，2019）有賀 安央衣, 坂内 祐一, 妹尾 武治

● 身体感覚と視覚情報にずれが生じる没入環境における低遅延な映像のユーザーへの影響

（Vol.24, No.1　pp.23-30，2019）

門脇 拓也, 丸山 三智佳, 早川 智彦,松澤 直熙, 岩崎 健一郎, 石川 正俊

● VR体験中の人の覚醒度推定のための生体情報計測Head Mounted Displayの開発

（Vol.24, No.4　pp.377-388，2019）稲澤 将太, 伴 祐樹

（3） 学術奨励賞

第25日本バーチャルリアリティ学会大会で優秀な発表を行った若手講演者5名に対して，学術奨励賞を贈呈するこ
とを決定致しました．

1 口頭発表部門

● テープと輪ゴムを使用したハンガー反射現象再現の検討

宮上 昌大(電気通信大学)

● 片手把持操作可能な浮遊型バルーンインターフェース

古本 拓朗(東京大学)

● リアルタイムとスローモーションを共存させるインタフェース

村本 剛毅(東京大学)

● ヘッドアップディスプレイ(HUD)の映像投影⽅法がヒトの視覚情報処理に与える影響の評価

山田 和佳(東京大学)

● バーチャルアバタの視点取得促進効果における頭部と胴体の比較

長町 和弥(豊橋技術科学大学)
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第３号議案 ２０２０年度　収支決算報告

1. 貸借対照表
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2. 正味財産増減計算書
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3. 予算対比正味財産増減計算書
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4. 財産目録
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5. 財務諸表に関する注記
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6. 会計監査報告
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第４号議案 ２０２１年度　事業計画

2021年度は，学会発足以来26年目であり，これまでの実績に基づいて，より充実した学会運営体制を構築してまい
ります．おもな事業として，第26回大会を立命館大学大阪いばらきキャンパスで開催致します．これまで以上に会員
サービスの一層の充実を図るとともに，学会の基盤をさらに固めるために，会員数の増加を推進致します．

1. 会員に関する事項

2021年度は，学会が発足後26年目であり，一層充実した組織体制を構築する必要があります．このため，会員増を
目指した積極的な勧誘を継続的に実施いたします．学会WEBページでの入会受け付けなどにより，入会希望者の
便を図るとともに，賛助会員についても関連団体・企業の新規加入を目指して努力いたします．2021年度の目標を
次表に示します．

正会員 学生会員 賛助会員

2020年度末数 1113 375 37

2021年度目標数 1123 450 41

2. 広報・出版に関する事項

（1） 学会誌

2021度は，第26巻として，3，6，9，12月の年4回の発行を予定しており，特集として以下の企画と，立命館大学で行
われる第26回大会報告を予定しています．

特集内容

Vol.26， No.1 特集休刊

Vol.26， No.2
同年代のアカデミックから産業界に移った研究者たちに聞きたい！！！！！
（仮）

Vol.26， No.3 （未定）

Vol.26， No.4 （未定）

（2） 論文誌

2021度も，論文誌は年4回（3，6，9，12月)発行します．会員からの投稿論文(基礎論文，応用論文，コンテンツ論文
，ショートペーパー)および，特定のトピックスに焦点をあてた専門家による総説論文を対象とします．また，毎号特集
テーマを決め，ゲストエディタをお願いして，特集論文の投稿を積極的に勧誘します．

尚，今後の特集内容は以下を企画しております．

特集内容

Vol.26， No.1 VR心理学8

Vol.26， No.2 Stay Virtual とスポーツ

Vol.26， No.3 時間・空間・心を超える教育・訓練・伝承支援

Vol.26， No.4 デジタルファブリケーションとVR

（3） 文化・芸術

■文化フォーラム・ASIAGRAPH

年に2回程度，国内／国外の研究機関・文化施設との連携による開催を検討しております．

2021年度は， 2020年度に新型コロナ感染症のため実施できなかった下記について，状況を見ながら開催を検討
いたします．

● ASIAGRAPH & VR文化フォーラム in 沖縄

OIST及び沖縄県立芸術大学を会場に，ASIAGRAPHと文化フォーラムを同時開催することを検討しておりま
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す．

● VR文化フォーラム in Ars Electronica Festival

海外でのVR文化フォーラムとして9月にオーストリアリンツで開催されているArs Electronica Festivalを訪問
するツアーを検討しております．

● VR文化フォーラム小規模版

· パトレイバー学会研究会＋VR文化フォーラム2021
webセミナー『機動警察パトレイバー塾（仮題）』
4月～5月にVR文化フォーラムとして上記webセミナーを実施予定です．詳細はメールにてお送りする予定
です．

· 「VR文化フォーラム202x in 瀬戸内」として，前回開催された文化フォーラム＠瀬戸内国際芸術祭でツアーし
きれず，見逃した島々を中心に巡って開催（直島のアート鑑賞，地中美術館，犬島などを訪問，常設展を見
学）についてもご要望をいただいており，2020に限らず繁忙期をずらすことで余裕をもって視察する方向で
検討継続しております．

（4） ニューズレター

バーチャルリアリティに関する有益な情報を整理してニューズレター形式に編集し，月に1回，電子メールにて会員
に送付します．また，ホームページでも会員向けに最新のニューズレターを掲載します．

内容は，2020度に続き「1．報告集　2．学会からのお知らせ　主催・共催行事のご案内／協賛行事のご案内／論文
誌に関するご案内／ニューズレター編集委員会からのお知らせ 3．関連情報　CALL FOR PAPER／CALL FOR
PARTICIPATION」などで構成されます．

本学会員が国内外のバーチャルリアリティの動向や進行中のアクティビティを的確に把握できるよう努め，多様なイ
ベントにあわせて随時特集を掲載，会員サービスの向上を目指して刊行いたします.

（5） 電子広報

取材や問い合わせに対応しています．

また，学会ホームページにて，年次大会，VR技術者認定制度，各種会議，論文誌特集等の情報を随時更新してお
ります．（https://www.vrsj.org/）

（6） 出版

教科書「バーチャルリアリティ学」の更なる拡充として下記の別冊教科書企画が進行中です．

· 拡張認知インタフェース
· HMD
· 神経刺激

3. 主催・共催事業に関する事項

2021年度は以下の事業を予定しております．（■主催事業・□共催事業）

■ 第26回日本バーチャルリアリティ学会大会

· 2021年9月12日（日）～14日（火）　立命館大学大阪いばらきキャンパス

■ ICAT-EGVE 2021

· 2021年9月8日～10日 in Bonn, Germany

■ 第29回 IVRC (Interverse Virtual Reality Challenge)

· SEED Stage 　2021年9月初旬　審査はLEAPの形式(審査員等が展示場所を訪問する形式を計画)

· 別途　第26回日本バーチャルリアリティ学会大会（立命館大学大阪いばらきキャンパス）内にてOS開催

· LEAP Stage (決勝大会)　2021年11月

□ AsiaHaptics

· 2020年AsiaHapticsは2022年に延期となりました．

□ 第31回「人工現実感研究会」

· 共催／連載　ヒューマンインタフェース学会・デバイスメディア指向ユーザインタフェース研究会（SIGDeMO・
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映像情報メディア学会・スポーツ情報処理時限研究会（ITE-SIP）（予定）

· 2021年6月1日（月）・2日（火）オンライン

□ 高臨場感ディスプレイフォーラム2021

· 調整中

4. 企画事業に関する事項

2021年度は以下の企画を予定しております．

（1） 研究委員会

各研究委員会は，本年度以下のように17の研究会が，シンポジウム，セミナー等の開催を予定しています．各研究
委員会が独自に企画して行うこれらのイベントをより活性化し，VRに関する研究のさらなる発展に寄与したいと思っ
ています．

研究委員会名 研究会開催回数 備考

サイバースペースと仮想都市研究委員会 4 継続

複合現実感研究委員会 5 継続

アート＆エンタテインメント研究委員会 1 継続

VR心理学研究委員会 3 継続

テレイマージョン技術研究委員会 4 継続

香り・味と生体情報研究委員会 4 継続

拡張認知インタフェース調査研究委員会 2 継続

ハプティクス研究委員会 3 継続

情報技術と文化の融合調査研究委員会 2 継続

3次元ユーザインタフェース研究委員会 2 継続

デジタルミュージアム研究委員会 1 継続

VRと超臨場感研究委員会 3 継続

テレイグジスタンス研究委員会 3 継続

超高齢社会のVR活用研究委員会 1 継続

超人スポーツ研究委員会 3 継続

神経刺激インターフェース研究委員会 2 継続

サービスVR研究委員会 2 継続

（2） VR技術者認定講習会・認定試験

第18回VR技術者認定講習会・試験（セオリーコース）　

講習会・試験共にオンラインで春に実施予定です．

第19回VR技術者認定講習会・試験（アプリケーションコース）　

オンラインで秋に実施予定です．

5. 会議に関する事項

（1） 総会

2021年通常総会を3月26日にオンラインで行います．

（2） 理事会

合計6回（1月，3月，5月，7月，9月，11月）の理事会を開催する予定です．
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尚，理事会のない月に会長・副会長及び総務・会計担当者による総務会議を開催する予定です．

（3） 評議員会

合計2回の評議員会を開催する予定です．

回 開催日 会場 主な議事

1 3月26日 オンライン 年間報告・計画について

2 9月13日 立命館大学大阪いばらきキャンパス 年間報告・計画について

6. 表彰に関する事項

（1） フェロー

会長を委員長とするフェロー選考委員会を組織し,2021年フェロー称号の授与者を決定する予定です．

（2） 論文賞

論文誌Vol.25，No.1 からVol.25，No.4に掲載された論文の中から優秀な論文を選考し，5件程度の論文に論文賞を
贈呈する予定です．

（3） 学術奨励賞

第26回日本バーチャルリアリティ学会大会で優秀な発表を行った若手講演者に対して，学術奨励賞を贈呈する予
定です．
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第５号議案 ２０２１年度　収支予算
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第６号議案 ２０２１年度　理事および監事の選出

本会定款第13条に従って，2021理事および監事の選出を行います．

役員候補者選出選挙で選出された理事および監事の候補者は以下の通りです．

■　会長
任期1年　(非改選　任期2022年3月まで）

大須賀美恵子 大阪工業大学

1957年兵庫県生まれ．1979年東京大学工学部計数工学科卒業，同年，三菱電機株式会
社入社．中央研究所，先端技術総合研究所にて生理心理工学分野の研究，バーチャルリ
アリティ応用を含むウエルネスシステム開発に従事．1994年博士（工学）．2002年大阪工業
大学情報科学部情報メディア学科教授，2006年同大学工学部生体医工学科教授，2010
年同大学工学部ロボット工学科教授，2017年～2021年3月同大学ロボティクス＆デザイン
工学部学部長・ロボット工学科教授．2021年4月同学同学部・システムデザイン工学科特
任教授，2002～2005年本学会理事．2018年～本学会副会長，ヒューマンインタフェース学
会会長，日本生体医工学会理事，日本人間工学会理事などを歴任．

■　副会長
任期1年　（非改選　任期2022年3月まで）

相澤　清晴 東京大学

1983年東京大学工学部電子工学科卒業．1988年大学院博士課程修了．工博．東京大学
助手，講師，助教授をへて，2001年より教授．現在，大学院情報理工学系研究科電子情
報学専攻　教授．この間，1990年から2年間米国イリノイ大学客員助教授．画像・メディア
処理に関する研究に従事．電子情報通信学会より，88年学術奨励賞，90年　論文賞及び
米澤ファウンダーズメダル，92年 業績賞，98年　論文賞，99年　エレクトロニクスソサイエ
ティ賞を受賞．2002年日本IBM科学賞受賞．IEEE Trans. Image Processing, Trans.
Multimedia, Trans. CSVTのAssociate Editor，電子情報通信学会情報システムソサイエ
ティ会長，映像情報メディア学会会長を務めた．現在，IEEE MultiMedia, ACM TOMM
等 Editorial Board, ACM SIGMM Executive Comm. Memberを務める．ACM
Multimedia2012, ACM ICMR2018 General Co-Chairをはじめとして多数の国際会議等へ
貢献．IEEE / IEICE / ITE Fellow, 日本学術会議会員．

任期2年　（改選　任期2023年3月まで）＊再任　

小木　哲朗 慶應義塾大学

1960年神奈川県生まれ．1984年東京大学工学部機械工学科卒業，1986年東京大学大学
院工学系研究科修士課程修了，同年三菱総合研究所入社，1994年東京大学大学院工
学系研究科博士課程修了，博士（工学）．1996年東京大学大学院工学系研究科助教授，
1999年通信・放送機構MVLリサーチセンター研究員，2004年筑波大学大学院システム情
報工学研究科准教授，2008年より慶應義塾大学大学院システムデザイン・マネジメント研
究科教授．ヒューマンインタフェース，バーチャルリアリティの研究，特に没入型ディスプレ
イ，高臨場感通信，VR/ARの各種アプリケーション開発に関する研究に従事

■　理　事　
任期1年　（非改選　任期2022年3月まで）　

今村　伊知郎
ソリッドレイ
研究所

1991年東京農工大学工学部電子情報工学科（旧応用物理科）卒，1994年同大学
院工学研究科物理工学専攻博士課程後期中退，同年株式会社ソリッドレイ研究所
入社，開発・サポート・営業支援などを経て，システム営業部に所属，専門部長．
【大会担当】

黒田　嘉宏 筑波大学

2000年京都大学総合人間学部基礎科学科卒業，2005年同大学大学院情報学研究科社
会情報学専攻博士後期課程修了．同年，同大学医学研究科特任助手，2006年大阪大学
大学院基礎工学研究科助手，2013年同大学サイバーメディアセンター准教授，2016年同
大学大学院基礎工学研究科准教授，2019年筑波大学システム情報系教授，現在に至る
．博士（情報学）．物理モデルに基づく非拘束インタラクション技術，生体物理シミュレー
ション，医用システムに関する研究に従事．2006年～2010年本学会ニューズレター編集委
員会ならびに学会誌委員会 委員，2012年～2018年本学会論文委員会 委員，2018年～
2020年本学会ハプティクス研究委員会 委員長．【研究運営委員会担当】

佐藤　克成 奈良女子大学

2006年東北大学工学部電気・電子・応物・情報学科卒業．2011年東京大学情報理工学系
研究科システム情報学専攻博士課程修了，博士（情報理工学）．同年より日本学術振興
会特別研究院（PD）として，慶應義塾大学大学院システムデザインマネジメント　研究科在
籍．2013年より奈良女子大学生活環境学部講師，現在に至る．触感情報伝達のための計
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測・提示装置の開発，温冷感の知覚メカニズムの解明および計測・提示　技術の応用など
の研究に従事．【認定担当】

永谷　直久 京都産業大学

2005年電気通信大学電気通信学部知能機械工学科卒業．2011年電気通信大学大学院
電気通信学研究科博士後期課程単位取得済み退学．2012年3月博士（工学）．日本学術
振興会特別研究員（DC1）．2012年東北大学大学院情報科学研究科研究特任助教，
2013年八戸工業大学防災技術社会システム研究センター博士研究員，2015年京都産業
大学コンピュータ理工学部助教を経て，2018年より京都産業大学情報理工学部准教授，
現在に至る．ヒトの感覚知覚特性を利用した感覚拡張インタフェースの研究に従事．2005
年より日本バーチャルリアリティ学会に所属し，2014-2018ニューズレター編集委員，
2017-VR技術者認定制度委員会委員，2017-学会誌編集委員会委員を務める．【学会誌
担当】

鳴海　拓志 東京大学

2006年東京大学工学部システム創成学科卒業．2008年東京大学大学院学際情報学府修
了．2011年東京大学大学院工学系研究科博士課程修了．東京大学大学院情報理工学
系研究科知能機械情報学専攻助教，講師を経て，2019年より准教授，現在に至る．博士
（工学）．クロスモーダルインタフェース，ゴーストエンジニアリング等の研究に取り組む．本
学会では，ニューズレター編集委員会 委員（2011～2013）および幹事（2014～2017），論
文委員会 幹事（2016～），デジタルミュージアム研究委員会 幹事 (2011～)，情報技術と
文化の融合研究委員会 幹事 (2017～)，複合現実感研究委員会 委員 (2013～)，VR文化
フォーラム運営委員会 委員 (2014～)，ASIAGRAPH運営委員会 委員 (2014～)，大会プ
ログラム委員 (2011, 2018)，企画委員(2013)，広報担当(2020)，幹事(2014, 2019) ，幹事
（総務兼任）(2015)を務める．【論文誌担当】

野嶋　琢也 電気通信大学

1998年東京大学工学部計数工学科卒業．2003年同大学大学院工学系研究科先端学際
工学専攻博士課程修了．博士(工学)．2003年航空宇宙技術研究所研究員，組織改編に
より現在の宇宙航空研究開発機構研究員を経て，2008年より電気通信大学大学院情報シ
ステム学研究科准教授．2016年より同大情報理工学研究科准教授．現在に至る．2008年
よりVR学会企画委員，2014年より同論文委員．触覚インタフェース，オーグメンテッドス
ポーツ，エンタテインメント等の研究に従事．2016年より超人スポーツ研究委員会幹事を務
める．2015年度〜2018年度理事（企画・認定担当．2017年度10月より総務担当兼任）2020
年度より総務担当理事【総務担当】

長谷川　晶一 東京工業大学

1997年東京工業大学工学部
電気電子工学科卒業．1999年同大学大学院知能システム科学専攻修士終了．同年ソ
ニー株式会社入社．2000年東京工業大学精密工学研究所助手．2006年9月博士（工学）
．2007 年電気通信大学知能機械科准教授．2010年東京工業大学精密工学研究所准教
授，未来産業技術研究所に改組，現在に至る．力触覚，物理シミュレーション，バーチャ
ルヒューマン，ヒューマンインタフェースロボットの研究に従事．2011-14, 2018-20 本会理事
【総務・IVRC・情報システム担当】

柳田　康幸 名城大学

1988年東京大学工学部計数工学科卒業，1990年同大学院工学系研究科計数工学専攻
修士課程修了，同年年東京大学助手．2001年(株)国際電気通信基礎技術研究所　
(ATR) 研究員，2003年同主任研究員．2005年名城大学理工学部情報工学科教授，現在
に至る．博士（工学）．本学会2006～2009, 2012～2015年度理事（広報・出版/総務担当），
第1, 2, 7, 9, 18, 19 回大会実行委員，1996～2001年ニューズレター編集委員，2003～
2006年同幹事（現顧問），2008年～2016年企画委員，2006年よりIVRC運営委員，2007年
よりICAT運営委員，2013年より論文委員，2010, 2011, 2016, 2017年度評議員，2011～
2013年香り・味と生体情報研究委員会副委員長，2014年～2019年同委員長などを務める
．テレイグジスタンス，触覚・嗅覚を含む感覚ディスプレイ技術などの教育研究に従事．【論
文誌担当】

任期2年　（改選　任期2023年3月まで）※再任

黒田　晴彦
デル・
テクノロジーズ

1980年東北大学電気工学科卒，同年三井物産株式会社入社．1998年欧州三井物産シス
テム課General Manager，2003年三井物産経営改革推進部IT戦略企画室長，2009年IT
推進部副部長．Chief IT Architectとして三井物産におけるグローバルシステム全体像の
グランドデザイン（IT-Landscape）設計と構築を担当．2016年デル株式会社最高技術責任
者に就任，2020年よりデル・テクノロジーズ株式会社最高技術責任者，提供する技術及び
エンド・ツー・エンドソリューションの展開を統括，日本市場におけるVRの普及・拡大等の
活動を推進中．【認定担当】

苗村　健 東京大学

1992年東京大学工学部電子工学科卒．1997年同工学系研究科電子工学専攻博士課程
修了．博士（工学）．米国スタンフォード大学客員助教授（日本学術振興会海外特別研究
員）を経て，2002年東京大学大学院情報学環助教授，2013年同教授，現在に至る．現実
拡張・対話設計・機械学習などの研究に従事．2013年，日本科学未来館において「現実
拡張工房」と題した常設展を実施．文部科学大臣表彰若手科学者賞，日本バーチャルリ
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アリティ学会論文賞，ヒューマンインタフェース学会論文賞，映像情報メディア学会丹羽高
柳賞論文賞，電子情報通信学会HCG賞，経産省Innovative Technologies，グッドデザイ
ン賞など受賞多数．本学会では，2019年第24回大会長，2011年第16回大会プログラム委
員長，2006-2011 アート＆エンタテインメント研究委員会委員長，2008-2012 論文委員会委
員などを歴任．【文化芸術・大会担当】

野間　春生 立命館大学

1989年筑波大学第三学群基礎工学類卒業，1994年筑波大学博士課程工学研究科修了
．同年株式会社国際電気通信基礎技術研究所入所，2013 年から立命館大学 情報理工
学部 教授．専門はバーチャルリアリティ，特にハプティックインタフェース，さらには，ユビ
キタスコンピューティング，ウェアラブルセンサ，センサーネットワーク等の研究にも従事．
博士（工学）．日本バーチャルリアリティ学会，計測自動制御学会，電子情報通信学会，日
本ロボット学会，IEEE，ACM 各会員．本学会では初期のニューズレター委員，学会誌委
員，論文誌委員などを過去に歴任．【研究運営委員会・大会担当】

任期2年　（任期2023年3月まで）＊新任

稲見　昌彦 東京大学

1994年東京工業大学生命理工学部生物工学科卒業．1996年同大学大学院生命理工学
研究科修士課程修了．1999年東京大学大学院工学研究科博士課程修了．博士（工学）．
同年東京大学リサーチ・アソシエイト，2001年同大学助手，2003年電気通信大学知能機
械工学科講師，2005年同大学助教授，2006年同大学教授．JSTさきがけ研究者，MITコン
ピュータ科学・人工知能研究所客員科学者を経て，2008年慶應義塾大学大学院メディア
デザイン研究科教授．2015年11月東京大学大学院情報理工学系研究科教授，2016年4
月より同大学先端科学技術研究センター教授，現在に至る．同大学総長補佐，VR教育研
究センター応用展開部門長を兼担．JST ERATO稲見自在化身体プロジェクト研究総括，
IPA未踏PM，日本学術会議連携会員．1995年よりIVRC実行委員，2020年実行委員長，
2004-2005年日本VR学会大会幹事，2008-2011年同学会理事，SIGGRAPH2016 Etech
Chair，ICAT-EGVE2019 General Chair等歴任．【国際担当】

岩井　大輔 大阪大学

2003年，大阪大学基礎工学部システム科学科卒業．2005年，同大大学院基礎工学研究
科博士前期課程修了．2006〜2008年日本学術振興会特別研究員．2007年同大学院博
士後期課程修了．博士（工学）．2008年同大学院助教．2011年同大学院講師．2013年同
大学院准教授．この間，2007〜2008年ドイツ・バウハウス大学客員研究員，2011年スイス・
ETH客員研究員．複合現実感，質感の科学の研究に従事．【会計担当】

北崎　充晃 豊橋技術科学大学

1992年東京大学文学部心理学専修課程卒業，1997年同大学院総合文化研究科広域科
学専攻博士課程修了．博士（学術）．1997-2000年同大学院人文社会系研究科助手，
2000 年より豊橋技術科学大学工学部講師，助教授，准教授を経て，現在は，同大学大学
院工学研究科情報・知能工学系教授．2005年より日本心理学会専門別議員．2014年より
日本基礎心理学会理事．2017年より日本視覚学会幹事．バーチャルリアリティと心理学の
融合領域研究に従事．【広報出版担当】

串山　久美子 東京都立大学

1982年武蔵野美術大学建築学科卒業，1984年筑波大学大学院芸術研究科修了，メディ
ア制作を業務とする株式会社グロースを起業，1992年より武蔵野美術大学，早稲田大学，
千葉大学非常勤講師，2005年JSTさきがけ研究員，東京農工大学客員教授を経て2006年
より首都大学東京システムデザイン研究科教授に就任．博士（デザイン学）情報処理学会
DCON編集委員．専門はインタラクティブアート＆デザイン，バーチャルリアリティ，触視覚
ディスプレイの開発と研究．1981年よりメディアアート作品発表，2000年よりSIGGRAPH
Art Gallery, Emerging Technology やArs Electronicaなどに数多く出展．【文化芸術担
当】

小泉　直也 電気通信大学

2012年慶應義塾大学大学院メディアデザイン研究科後期博士課程修了．博士（メディア
デザイン学）．日本学術振興会特別研究員PD，東京大学情報学環研究員を経て，現在，
電気通信大学情報理工学研究科助教．知覚作用インタフェース，空中像光学系やクロミッ
ク作用を利用したディスプレイの研究に従事．【学会誌担当】

半田　拓也
ＮＨＫ
放送技術研究所

2001 年，電気通信大学大学院電子工学専攻修了．同年，NHK 入局．岡山放送局を経て
，2005年より，放送技術研究所においてユニバーサルサービス，触覚インタフェース，
AR/VRなどの研究に従事．現在，NHK放送技術研究所空間表現メディア研究部上級研
究員．同学会ハプティクス研究委員会委員．2020年，東京大学大学院新領域創成科学研
究科複雑理工学専攻修了．博士（科学）．【ニューズレター担当】

■　監　事
任期1年　（非改選　任期2022年3月まで）

榎並　和雅 東京工業大学
1971年東京工業大学卒，同年NHK入局，同放送技術研究所にて番組制作技術などの研
究推進，02年NHK総合企画室〔デジタル放送推進〕担当局長，04年NHK放送技術研究
所所長．06年から情報通信研究機構に移り，同ユニバーサルメディア研究センター長，08
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年同けいはんな研究所長，10年同理事，13年同脳情報通信融合研究センター副セン
ター長，14年東京工業大学監事(常勤), 20年同学長相談役現職．博士（工学）．超臨場感
コミュニケーション産学官フォーラム会長代理，映像情報メディア学会元副会長・現名誉会
員，IEEEフェロー．市村学術賞，放送文化基金賞，映像情報メディア学会論文賞，前島
賞 受賞．2014-15年本学会会長．19-現在本学会監事，20年本学会フェロー

任期2年　（改選　任期2023年3月まで）＊再任　

石橋　聡
NTT
テクノクロス

1982年 徳島大学大学院工学研究科（情報工学専攻）を修了．同年日本電信電話公社
（現NTT）入社．以来研究所を中心に，画像処理・映像符号化技術開発および画像通信
サービス開発に従事．1988年ATR通信システム研究所．2008年よりNTTサイバースペース
研究所長．2010年 NTTアイティ（株） 取締役を経て，現在，NTTテクノクロス（株）技師長．
2013-16年 本学会副会長．2017年 画像電子学会会長．主な著書（共著）『デジタル・ビ
ジュアル通信技術』，『ディジタル情報表現の基礎－音声・画像の符号表現』．1992年 映
像情報メディア学会鈴木記念賞受賞．2015年 画像電子学会フェロー．工学博士．

2021年3月をもって退任する理事は以下の6名です
雨宮　智浩・伊藤　雄一・大谷　智子・梶本　裕之・清川　清・森山　朋絵

第７号議案 定款の変更

以下のように定款を変更致します．第1の変更は，会長選任の決定を総会で行うことを定款で明記するものです．第
2 の変更は，事務局長に関する記載を省くものです．

変更点：下線部分の追記，ならびに取り消し線部分の削除

（選任等）

第１４条 　会長，理事及び監事は，総会において正会員の中から選任する．

（総会の権能）

第２３条　 総会は，以下の事項について議決する．

（６） 会長，理事及び監事役員の選任，職務

（事務局の設置）

第５７条 　この法人に，この法人の事務を処理するため，事務局を設置する．

２ 事務局には，事務局長及び必要な職員を置く．

（職員の任免）

第５８条事務局長及び職員の任免は，会長が行う．

以上
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